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Ｑ．子供は褒めて育てなさいと言われますが、

そうすると褒められることを目的にいい

ことをしたり、褒めないとやらなくなった

り、する子になってしまうから良くないと

いうことを言われたけれど、褒めない方が

いいのでしょうか 

 

褒めて育ててよいのか 
 

結論から言うと幼児期は褒めて育てるべきです。ど

んなことにも長所もあれば短所もあります。確かに褒

めて育てると上記のような欠点もありますが、良い影響

と悪い影響を比べたら、褒めることによって得られる良

い影響の方が遥かに大きいですか

ら幼児期、児童期は迷わず褒めて

育ててください。上記の欠点も褒め

方の工夫で解決できます。 

人の心の成長の面からみると第

１段階は褒められたい、認められた

い心です。その段階の時は褒めら

れることが嬉しいからやろうとします。

１．２歳の子供を育てる時は誰でも

「偉いねー、おりこうだねー」と言っ

て育てます。 

第２段階は褒められるからやる

ばかりではなく、自分はどうしていきたいか、どんな人

間になっていきたいか、自分の目標に向かって努力し

ようとします。これは他人の価値や指示に従って生き

るのではなく自分の考えで生きていきたいという心が

成長してくるからだと思います。 

そして第３段階は厳しい叱咤激励に応えて自分を

高めていこうとします。第３段階目になると、厳しく怒ら

れても、これは自分のために言ってくれているんだな、

それならばそれに応えていこうとして厳しい訓練や困

難を克服しようとします。しかしこれは相当人格が高ま

っていないと出来ないことです。スポーツ選手の例な

らば分かりやすいと思います。オリンピックに出よう、そ

こまでいかなくても甲子園で優勝しようと思っている人

は、コーチから示された誰もがやらないような厳しいト

レーニングを克服しようとしますが、楽しみでやればい

い人は厳しいトレーニングはしません。 

人間は誰でも怒られるといやな気持になり、怒った

人に反発を感じます。それとは逆に認められたり、褒

められたりすると嬉しくなってまた頑張ろうという気持ち

になります。これは子供ではなく大人でもそうです。上

司に怒られるより、褒められた方がやる気が出てくる人

の方が圧倒的に多いと思います。 

以上のことから、褒めた方がいいことがお分かりだと

思います。しかし、怒って育てる人が多いのも事実で

す。褒めて育てた方が幸せだと思います。幼児はまだ

生まれてきて４．５年しかたっていません。人格が高い

はずがありません。また、自分の人生目標も持ってい

ません。そういう幼児に高い目標を期待すること自体

無理があります。まだまだ、沢山褒めてあげてやる気

を育てる時期だと思います。 

逆に、褒められ、認められること

が少ないと、大人になってもそれ

を強く求め、わずかな自分の実績

でも認めさせようとする行動をとり

ます。 

さらに、本当に認められることが

足りなかった人は、人の嫌がること

をしてでも注目してもらいたいとい

う行動をとります。暴走族の暴走

行為は子供の時に、褒められるこ

と、認められることが少なかった人

が自分に注目してもらいたくてや

っている事だと私は見ています。その証拠に、彼らは

決して人のいない山の中では行いません人が沢山い

る街中で行います。さらに気がつけとばかりに、けたた

ましい音を立てて注目を引こうとします。 

当学園では幼児期の心の発達段階を考えて『子供

の良いところを見つけて褒めて育てる』ことを教育方

針にしています。褒めることで良い行いをする習慣を

つけると、良い行いをすることが生きていく上での基軸

になります。その基軸が出来ると、悪い行為をすること

は心が落ち着かなく、いやな気分になりますから、悪

い行いはやろうとしません。 


